
美浜町第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画
パブリックコメントの結果について
１　実施状況

（１）募集期間
　令和６年１月１９日（金）～令和６年２月７日（水）

（２）意見の件数
　６件
２　意見の概要と町の考え方
	No.
	該当
箇所
	意見の概要
	町の考え方

	１
	P31
(3)
3行目
	（3）地域生活支援拠点等が有する機能の充実
運用状況の検証は令和4年度より行っている。その事実が明確に分かるように記載すると、より進捗が分かるようになるのではないか。
	「効果的・効率的な運用を目指して、令和4年度より運用状況の検証・検討を行っています。」と表記を変更します。

	２
	P33

(7)


	(7)障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築
どういった研修に参加されたのか、具体的に記載することは可能か。
	障害者（児）福祉担当者向けの研修を行っていますが、毎年度同じ内容の研修ではないものもあるため、具体的に記載することは難しいと考えます。

	３
	P37
(4)
3行目
	（4）福祉施設から一般就労への移行等
〇の二つ目の文章と表の整合性が保てないように思われる。
	数値の整合性は取れているため、「令和3年度における就労移行支援事業からの一般就労への移行者数は1人となっており、この1.31倍以上を増加させるとし、令和8年度における移行者数は2人を目標とします。」と表記を変更します。

	４
	P38
(5)
	（5）障害児支援の提供体制の整備等
児童発達支援事業や保育所等訪問支援事業は、既存のサービスの機能強化を図るとの記載があるが、どう充実させていくのか。具体的に検討していくための話し合いの場の設定等今後の方向性を検討し、記載いただけないか。
	保育所等訪問支援事業については、訪問回数を増やすなど利用者のニーズに対応していきます。
具体的に検討していくための話し合いの場の設定等については、設置の可否について協議をし、協議の結果、設置ではなく、児童発達支援事業所のわかば園を中心とした既存のサービスの機能強化を図っていきますので、案のとおりの記載となります。

	５
	P46(4)

P58(2)
	(4)相談支援の見込み量と確保方策
(2)障害児通所支援の見込み量と確保方策
相談支援専門員・相談支援事業所不足が切実な問題となっているが、どのように増やしていくか等具体的な方策を記載いただきたい。
	見込み量確保のための方策に、行政が
取り組む方策を追記します。

	６
	P59

(2)
	(2)その他の事業
子どもに関する関係機関として、学校の現状を記載いただきたい。学校在籍人数における障害児の割合が不明なため、特別支援学級・通級指導教室の在籍人数の推移も記載すると現状がリアルに分かるのではないか。
	特別支援学級に在籍する児童・生徒
が必ずしも障害児ではなく、特別支援
学級の在籍人数の推移が学校在籍人
数における障害児数の割合とならな
いため、記載は難しいと考えます。

特別支援学校に在籍する児童・生徒
は、手帳を所持する障害児となるた
め、P10～13美浜町の現状において、
令和3年度から5年度までの特別支援
学校に在籍する児童・生徒数の推移を
記載します。



